
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※「ウクライナの復興 金融で支える」は紙面事情により掲載日が4月30日付に変更となりました。このため再掲載しております。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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生きるか死ぬか、揺れるオイルの街 ５月４日（木）＝１、３面

社会の脱炭素化が急ピッ
チで進む中、化石燃料工場
の閉鎖が相次いでいます。
ＥＮＥＯＳ和歌山製油所
（和歌山県有田市）もその
ひとつ。80年の歴史に幕を
下ろすことになりましたが、
地元の雇用を支えてきただ
けに、知事や市長は激怒。

結局、再生可能エネルギー
の工場として生まれ変わる
ことになりました。閉鎖決
定から１年。製油所と共生
してきた街の関係者を追い、
工場閉鎖で雇用を失う地方
が脱炭素社会をどう生き抜
けばいいのか考えてみまし
た。
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５月１日（月）＝夕刊特集ワイド

球春のバッティングセンター

野球のワールド・ベー
スボール・クラシック
（ＷＢＣ）で日本が世界
一になってから１カ月が
過ぎ、日米リーグも開幕
しました。熱気は今、
バッティングセンター＝
写真＝を包んでいます。
ＷＢＣ準々決勝の試合

会場となった東京ドーム
の隣のセンターでは連日、
打球音が響き渡っていま
す。かつての野球少年や
野球未経験の若い女性、
アメリカ人グループなど、
そこに集まる人がバット
を振りたくなる理由を取
材しました。
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「憲法改正実現本部役員・タスクフォース委員会議」であいさつする岸田文雄首相＝東京都千代田区で

５月３日（水）＝１、３、特集面

憲法記念日に
合わせて、国会
での憲法改正を
巡る動向や議論
の現状について
紹介します。岸
田文雄首相＝写
真＝は改憲の必
要性を訴えます
が、政治課題が

山積する中で、
どのようなスケ
ジュールを描い
ているのでしょ
うか。改憲に慎
重な立憲民主党、
前向きな日本維
新の会の立場の
違いが、改憲論
議にどう影響す

るのかについて
明らかにします。
特集面では憲法
と同性婚などＬ
ＧＢＴＱとの関
係、司法判断に
ついて掘り下げ
ます。

どうなる憲法改正


